●名古屋支部　　　　　　2012年8月11日(土) 13：00～16:30

会場：名古屋市西生涯学習センター　第1集会室

参加者(8名)：吉田孝次、中谷仁、木村達也、長谷部孝男、清野千代子、浅井香代、小林美樹、

池村俊彦
主な話題： 
１.１０月の「西ふれあいまつり」について

　１０月２６日から２８日の人員配置、写真など展示物作成の進捗状況を確認しました。
２.火星探査機Curiosityについて(吉田)　

   Curiosityは好奇心の意味。サンプルリターンの計画は無いが、生命(有機物)の存在痕跡に重点が
置かれているとの事です。何か発見されることに期待したいですね。

３.８月25日-26日ほのくに流星会議記念天文講演会について(吉田)

　　名古屋大学大学院 古本宗充教授による『はやぶさカプセル回収と流星（から）の音』です。
４.ご近所観望会実施状況報告(長谷部)
　　55名の参加がありました。携帯電話望遠鏡アダプターをテストしました。
５.変光星(新星)の光度曲線について(中谷)
　　新星の光度曲線において、極大が過ぎた後、徐々に減光していくはずが、突如1～2等級の

　　増光が観測されることが多々あり、そのたびに研究者が何でだろうと頭をひねるという状況が

あります。
詳しくは名古屋支部（http://zetta.jpn.ph/oaa_nagoya/）でご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：池村俊彦

